
【意見募集の概要】

【主な意見と対応方針】

１ 反映する意見（主な意見）

意見の概要 対応方針

４Ｒについて言葉の訳語を再検討されたい。
① リフューズ⇒断る としてはどうか。
② リサイクル⇒再資源化、または再生利用に統
一すべき。

４Ｒの訳語について、「リフューズ」は「断る」とし、「リサイクル」につ
いては、計画案の中で訳語が入り混じっていたので、「再生利用」
に統一する。

一般廃棄物（し尿）について具体的に記載されてい
ないのはなぜか。記載しないのであれば、その旨
を断っておくべき。（他２件）

し尿処理の計画については、別途策定中の「鳥取県生活排水処
理施設整備構想」において示す予定。本計画ではその旨を記載す
る。

リサイクル率・排出量ともに概ね目標値に達してい
るのに、最終処分量については乖離が見られるた
め、乖離の理由等について言及が必要ではない
か。

最終処分量については、約７割を占める焼却灰の溶融スラグ化な
どのリサイクルが十分に進まなかったことにより達成が困難となっ
たものであり、その旨を追記する。

資源小国日本であり、循環型の社会形成が急が
れている。特にレアメタルの回収等には力を入れ
るべき。

原案において、小型家電に含まれるレアメタル等について、新た
なリサイクルビジネスモデルを創出しようとする事業者への支援
や、公設試験研究機関において抽出技術について研究中である
ことを記載しているが、提案を踏まえて、市町村等と小型家電の
回収システム構築の検討を行なう旨を追記する。

ペットボトル、アルミ缶、透明なビニール袋、発泡ス
チロール、ビン等を一定の単価で買い取る。その
費用は製品に予め上乗せするなどして、市民がヤ
ル気に成る策が必要。（他２件）

県民との協働のもと、ご指摘のような経済的インセンティブを活用
した仕組みづくりの拡大を図ることも重要であると考えており、計
画に盛り込む。なお、具体的な施策については、事業を実施して
いく中で検討していく。

ニカド電池やリチウム電池等の電池類も県庁にリ
サイクル箱を置く。

住民がいつでも資源を持ち込むことができる古紙や小型二次電池
等の回収ステーション（回収箱）の設置を促進することについて追
記する。

海岸については記載があるが、海岸以外の公共
管理地における廃棄の未然防止や廃棄物の処理
体制の構築について計画に追加していただきた
い。

海岸以外の公共管理地についても、鳥取県環境美化の促進に関
する条例を推進する中で、地域住民、事業者、行政機関等が一丸
となって環境美化を進めていくことが必要と考えており、その旨を
追記する。

ごみ処理を担っている一部事務組合や広域連合
の役割を記載すべきである。

一部事務組合や広域連合の役割を追記する。

市町村の役割の一つとして、災害廃棄物の処理体
制の整備については、「広域処理の体制を構築す
るよう努力する。」と記載していただきたい。

ご意見を踏まえて修正する。

○意見件数：４６件（２０名） （個人からの意見３２件（１４名）、市町村からの意見１４件（６市町村等））

○応募方法：郵送、ファクシミリ、電子メール、窓口の意見募集箱への投函

鳥取県廃棄物処理計画（素案）に対するパブリックコメント実施結果

○募集期間：平成２３年７月２１日～８月１７日

○周知方法：県ホームページ、新聞広告、県庁・各総合事務所・市町村役場窓口配布、市町村等への意見照会
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２ 既に盛り込み済みの意見（主な意見）

意見の概要 対応方針

学校での環境教育の実行

幼児期から小中学校、高等学校にかけて、鳥取県版環境管理シ
ステム「ＴＥＡＳ」の普及促進や「とっとり環境教育・学習アドバイ
ザー」の派遣などにより、環境教育を推進していくことを記載して
いる。

企業が環境マネジメントシステムを導入し、環境活
動への取り組みを推進していくことは重要で、次の
取組を提案する。
・講習会等を頻繁に開催し認知度を上げる
・中小企業向のＴＥＡＳ（ＫＥＳ）等の導入を各業界
（廃棄物処理、建設、食品など）に対して働きかけ
・県として、Ⅰ種、Ⅱ種、Ⅲ種のそれぞれの導入推
進計画を策定すべき （他１件）

ご指摘のとおり、環境マネジメントシステムを活用した取組は有効
であると考えており、ＴＥＡＳの認証取得の推進について記載して
いる。なお、具体的には、講習会の開催等により、事業者への普
及拡大を図っていく予定にしている。また、導入件数が伸び悩んで
いるＴＥＡＳⅠ種及びⅡ種については、今年度からＫＥＳとの相互
認証を開始し、事業者にとっての導入メリットも増したことから、導
入をＰＲしていく。なお、Ⅰ種、Ⅱ種及びⅢ種それぞれの導入推進
計画（目標件数）の策定については、別途策定する「とっとり環境
イニシアティブプラン」等において検討する。

通常夜間等に投棄されるものを監視することには
限界がある。実際にどのような監視活動が可能
か、より具体的な記述が出来れば。実効性を高め
るためには、県下全域にわたる取組みが必要。
（他１件）

後を絶たない不法投棄の撲滅に向けて、県、警察、国、市町村等
の連携に加え、多様な主体による監視体制の強化が必要と考え
ており、鳥取県ハイヤータクシー協会等の団体と不法投棄の情報
提供に関する覚書を締結するとともに、「不法投棄１１０番」を通じ
た一般県民の方から通報を受け付けることなどにより、監視の目
を強化してきており、計画に記載している。なお、より具体的な取り
組みについては、関係行政機関等で構成する「産業廃棄物不法
投棄事案処理対策連絡協議会」において協議・実施していくことと
している。

３ 事業を実施する中で検討する意見

東日本大震災の事例を掲げるのであれば、放射
性物質に汚染された災害廃棄物処理方針等につ
いても検討し、関係機関と協議の上、その方針を
記載すべきである。

放射性物質に汚染された災害廃棄物については、先日、国から焼
却灰の埋立可能なセシウム濃度基準などが示された段階で、今
後、処理の指針などが策定される予定となっている。それらを踏ま
えて、市町村等関係機関と協議し、検討していきたい。

本県では、ブラウン管の鉛を取り出す技術がある
一方、ブラウン管は鉛ガラスともなり、放射能を防
ぐ有望な材料にもなる。東北の膨大ながれき処理
ともなり、ブラウン管の有効活用で利益効果もある
ため、不法投棄を防ぐ効果もある。

ブラウン管ガラスを放射性廃棄物対策に活用することについて
は、独立行政法人物質・材料研究機構が研究されており、その動
向を見守りたい。

４ 対応が困難な意見

「廃棄物処理の影響は住民が平等に負担するよう
に地域持ち回りで建設を行う。但し、地域住民全
員が誘致を賛成する場合は別とする。」という、廃
棄物処理施設の建設位置を決める事項を処理計
画の中に入れるべき。

市町村の処理施設の整備については、市町村がごみの減量化・
リサイクルを推進する中で、地域の実情などに応じて決定していく
ことが基本と考えており、建設位置を決める事項を計画に盛り込
むことは困難である。

「地域の清掃活動など環境活動」とあるが、エコク
ラブは清掃活動は行わないと思われるので、別の
例示が適当。

現在、３割程度のエコクラブにおいて清掃活動を行っていることか
ら、原案どおりとさせていただく。

５ その他の意見

文言修正や補足説明の追加等に関する意見（１４
件）

文言修正や補足説明を追加する。


